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＜連絡事項＞

・　3/26　成年後見人制度の研修　10：30～11：30　メンタルケア3Ｆ　500円

・　3/29　院内研修　「医療品関連事故防止」17：30～18：30　メモリアルホールにて。

· 4/1　入社式　13：00～13：30　メモリアルホールにて。

＜事例検討＞

板橋　雅勝　様（67）統合失調症　入院歴：Ｈ17．9～Ｈ23.3.24（1回目）

検討事項
今後の対応について

現　状
· 退院後は自宅で母様と二人暮しの予定。（母様依頼にて家政婦も同居）

· 母様としては、家政婦と本人様をあまり会わせたくなく、デイケア週5回利用を希望。

· 妹様が時々、自宅に様子を見に来ている。

· 本人様は退院後の生活について具体的なイメージを持っていない様子。

· 本人様は面倒な事を嫌い、物覚えが悪くなってきた事を自覚している。

· 料理に関しては関心がある様子。

· 入院中は自分で洗濯を行い、外泊訓練を実施。

· 自宅では、身のまわりの事を家政婦が行なっている状態。

· 今後、服薬は母様の前で服用する予定。

· 入院中や自宅での日中においては、寝て過ごす事が多い。

· デイケアへはバスを利用し通所する予定。

検討結果

楽しみを見つけ、日中の活動性を保ち安定した地域生活の継続を促す。

＜新患情報＞

梯　貴子　様～（30）適応障害　職場（キリスト教修道院）での精神負荷が強まり、抑うつ感・焦燥

感等の症状が出現。睡眠が不安定となり、平成18年より飯田橋駅前クリニック（東京

都）を初診同院にて適応障害・不眠症と診断され以後通院を継続していた。平成22年

11月聖ウルスラ学院に配属となり八戸市へ転居。同院へ通院を継続していたが、地震

の影響により、当院へ通院・処方を希望し受診となっている。採血実施。漢方製剤・

抗うつ薬・眠剤処方となっている。

森　澄子　様～（53）うつ病　平成23年3月19日パニック発作様の症状あり、八戸市立市民病院救

命救急センターを受診。22日にも同様の症状で受診したとの事。平成19年8月～10

月まで当院に通院加療し症状は安定していた。その後、服薬は自己判断で中止してい

た。3月19日にめまい・悪寒・動悸を訴え八戸市立市民病院救急センターを受診。処

方された薬で睡眠もとれるようになったため、当院の通院を勧められ受診となってい

る。

佐々木　秀様～（63）妄想性障害　平成17年自宅に空き巣に入られ、その後より不安感・苛々感等出

現。睡眠も不安定となり自閉的な生活を送るようになる。東京都松沢病院にて薬物療

法をしたが、不安・恐怖感が持続し姉宅の仙台市へ転居していた。平成18年仙台医療

センター精神科を初診し1か月ほど入院、その後外来通院し、今回東北大震災にて姉

宅には住むことができなくなり、南部町の兄宅へ避難し、それに伴い当院での通院・

処方を希望。同院の診療情報提供書持参され初診となる。現在の内服で症状安定して

いるため、継続処方としている。

＜外来情報＞

田名部　一樹様～地震に伴いデイケアを欠席していたが、ストレスが溜まらずすっきりとしたと話す。

デイケアを辞めると再発すると思い続けようと思うとの事。

久保　興介　様～先日、仕事中に嘔気があり、緊張が原因だと思うと話される。ガスモチン処方とな

っていたが現在は中止となっている。

大久保　律子様～先日のデイケアでのミーティング時に、眼球上転し人ごみが苦手で緊張した為と話

される。処方の変更は無い。

大下　良悦　様～昨日、処方変更となるが状態の変化は見られていない。

＜業務改善＞

· 外来スタッフもできるだけ、外来患者様と会話をする時間を持ち、関わりをもつようにする。

· 電算化委員会（担当：大釜）へＷＩＺ使用上においての意見をお願いします。

⇒　・部署と個人メールを同時画面で観たい。

　　・スケジュール画面で過去に消去したはずの内容が表示される事がある。

　　・以前の所属部署で登録されたままの状態になっている。

　　・勤務表が観れるようになると良い。

